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ヒ ラ タ ブ ン ブ ク LOVENIA  ELONGAZA (GRAY)

の 大 棘 に 就 て1)

池 田 隼 入

(昭和七年九月二十日受理)

はクワシバ ンの一種 に就て前(1927)に は其の移動 と復正

行動 とを観察 し,最 近(1932)に は 其の移動器官

を詳細に研究し,そ れが移動するに際しては体表の棘が巧に利川 され るこ

とを誌 したo

いま是等を ヒラタブンブク の場合に比較することは如何かと思は

れるが,兎 に角私には甚だ興味深 く感じたことである。

ヒラタブンブクは仰向けに置 くと,大 島(1930)の 記載0)如 く,"背 側の大棘を起 して造

作 もなく定位置に復する。"そ して,"逆 立てた此の大棘を一齊に左右に初振 り,之 に調子を

合せて,体 を左右にユラリユラリとよろけながら,ト テモ奇妙な歩き方をする。 大棘は裸の

殻に見 る大きい疵には不似合に存外細 く,曲 つてゐて,長 さ約3-3・5糎,紫 帯の グングラ模

機があつて美しい。"

(1917)は 此の海膽 の特徴の…として 斯様な大棘(挿 圖)と 其の涜 とを墓 げた。 帥

ち次の通 りである。"是 は海膽類 の中でも特に人目を惹 くブンブクチヤガマ類

の一厨で,大 いさは中位か叉は大形に厨し,背 側には長 くて殊更に目立つ大棘を多 く有する。

是等の大棘は疵の上に附着す るものであるが,疵 は殻に深 く陪人 してゐるので殻の内面では突

出した輪とな り,多少重 り合つてもゐる(P.251)。"

また は ブンブクチヤガマ の類 ではその大棘が大 きい場合 には

其の涜 もまた大きいと言つた。 そこで是等の記載に基き,前 に私(1931)は 博多1轡産0)ヒ ラ

タブンブクで裸の殻に見 る背側の疵の観察 に隷 り,大 棘 の増加の順

序と配置とを推定して,の 所説 一``何 のブンブクチヤガマでも,疵 は殻の骨板

の表面にあつて,そ の大 いさ,数,及 び 分布の状態は多種に亘るものである。疵の名稔には第
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一 第二 及び第三 なさの別があるが
,そ

れは単に記載に際 して便利であるか らといふに過 ぎず,恐 らく形態學的には何等の意味 もある

まい(P・95)。"一 に補はん§する所があつた。

(primary sprine), (secondary spine), (tertiary spine)
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(primary spines).

此の度は幸にも天草臨海實験所のヒラタプンブクの標本(1930年5月 と6月 との採集,

酒精標本)に つき大棘の長 さを測定 し比較観察をなすことを得たので,前 になした私の観察 の

一部を確めることを得た。

この観察をなすに當 り,大 島廣教授 は私に貴重なる標本を貸與せ られ,終 始懇切なる御指導

を賜つた。数 に厚 く御体 を申し上げる次第である。

さて此の海膽 は殻 も大棘 も甚だ脆 く折れ易いので殻はニスを塗つて硬 くなした。 大棘はそ

の前に取除き,比 較的完全に見 えるものは糊を延べた紙に貼 り付けその長 さを測定したが,多

くは既に折れ,完 全なものとては殆さ無かつた%そ れ故 比較するには不充分を冤れ なかつ

た。

一個体 に見 る大棘の歎は殻の成長するに随ひ増加 する。 ここでは7個体 につき観察をなし

た。その殻長52mm乃i重55m臨,大 棘数68乃 至91,及 び殻の右側と左側とに於けるそ

 2) KRIZENECKY, J. (1917) は の棘 に再生機能 のあ ることを認 めた力弍,

此 の観察 に於て は斯様鉱疑あ る もの は之な一切 除いて あ る。
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の差は1乃 至7で あつた(第 一表参照)。
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第一表には殻 の大いさと大棘の配置の概略 とを誌 した。 同表の左側と右側 との旺別は

の前後の紬 に随ひ,間 歩帯の記號

も亦(1874)に 随つt。

同一骨板上に於て大棘が最 も多 く見 られた例は 標本番號VII『(第 一表参照)で,1b5

(間歩帯 第1・ 縦列b・ 骨板第5),2a4(間 歩帯 第2・ 縦列a・ 骨板 第4>,3b4(間

歩帯 第3・ 縦列b・ 骨板 第4)に 各7を数 へた。 但 し是等は不完全で長 さの測定には不都

合であつた。

いま二本が同一骨板上に並列 した場合を観察すれば,標 本番號IIIの3a4で は,そ の登

生第"番 目の もので13mmを,第 二番目で18mmを 夫れそれ痴つた。 之 と同一個体 で大

棘が三本の場合には,4a7で 第一番 目が17mm,第 二番目が28mm,及 び 第三番目が31

mmで あつた(第 二表参照)。
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第 二 表

大棘 の長 さ(mm)

ネ票本番易髭 問 歩 帯 縦 列 ・骨 板

第二表(表 の1,H,及 びIIIは 大棘の饗生順序を示す)に 見る如 く大棘の登生第一番目0)

ものは第二番目よりも短 く,第 二番目のものは第三番目、よりも短 いことが判る。即ち 第一番 目

のものは最 も短 く,第 三番 目の ものは最 も長いのである。 なほ同表に於ける大棘の発生順序は

前になした私(1931)の'観 察に撮つた。
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殻の背側に於て間歩帯を右側 と左側 とに分てば,右 側には1と2と が,左 側には3と4

とが厨す る。.之を対稔的に見れば,laは4bと,11)は4aと,2aは3bと,及 び21)は

3aと 互に夫れそれ柑対す る(第 三表参照)。

第三表(表 の1,II,及 びIIIは 大棘の発生順序を示す)は 略ぼ対稽的配置をなしてゐる大

棘の長 さを測定して比較観察のために誌 した。 同表に示す如 く略ぼ対禰的配置をなしτゐる

大棘はその長 さが略ぼ相齊 しいと見徹すことを得 る。

最初に大棘の生ずる骨板は,2abと3abと では 第4で あり,11)と4aと では第5,及

び1aと41)と では第6で あるから,そ の常時の大棘の配置はL・v伽 の 前後の軸に關 し正

確 に対稽的であるが,同 一骨板か叉は他の骨板に大棘が増加 するに及べばその配置は次第に左

君側不釣合になる。 而もその増加する場合 には原則 として先づ殻の右側 より始る。 それ故大

棘の歎は左右側相齊しいか,或 は右側の方が多い0)で ある。 この事は前に私(1931)の 観察

したところである。またその際に博多溝産1925個体 につき観i察した結果,殻 長13mm乃 至

37mm・ 大棘数5乃 至42及 び左有側に於けるそ0)差1乃 至5を 撒ヘた が,薙 では上記σ)

如 く遙かに大 きい個体 につき遙かに多くの大棘を撒へた、

大棘が増加し,同 一骨板上に並列す る場合には第一番目の ものを中央に挾んでその前後に登

生する・9Pち 第一番 目の後方に第二番目があ り,第三番目は第一番目の前方にあるが故に(池

田,1931,参 照),之 に随つて其の長 さを測 り第二表 と第三表とに誌 した。

上記の観察 を総括すれば下の如 くになる。

大棘の数 は殻の成長増大するに從ひ次第に増加 し,旺 つ後に発生 するもの程長大である。随

つて大棘の長 さが著しく異 る際にはその発生 の時期 もまた著しく異 り,短 い方は長いのに較べ

て鯨程前に生じたものと認 められる。

大棘が殻の左側 と右側 とに於て略ぼ対稻的配置にある場合には,そ の長 さは互に殆♂相齊 し

いから,発生 の時期には著しい間隔は無かつたものと認められる(池 田,1931,圖 版14,

参照)、,
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ON THE SPINES OF THE HEART-URCHIN, 
LOI/EN1A ELONGATA (GRAY)

(Resunme) 

Hayato IKEDA

   The dorsal primary spines of the heart-urchin, Lovenia elong ata (GRAY) were 

measured and compared with each other. The spines increase in number as 

well as in size with the growth of the test, in other words, as development 

proceeds, larger spines make their appearance later on. 
   Two primary spines standing nearly symmetrically with regard to the 111-5 

plane of symmetry are nearly equal in lengths. When to spines are nearly 
equal in length, no matter to which side of the body, right or left, they belong, 

they probably are those which grew almost in the same period.


